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答
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(４) x ＝４，y ＝－２ ５点

(５) ５ ２ ５点

(６) x ＝－９，５ ５点

(７) y ＝－８ ５点

１ ３８
(８) ５点

９ 点

（例）
ア

∠ＢＡＥ＝∠ＣＤＥ
(１) ４点

（例）１組の辺と，
イ

その両端の角

(２) １０６ ° ５点

２
（３） ９ ３ π cm３ ５点

３
(４) a＝－ ５点

４

(５) １０：３ ５点 ２４
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２ １７
７ 時 ３８ 分 ４点

１１ 点

（例）

(１) ５点

［証明］（例）
対角線ＡＣをひき，△ＤＡＣと

△ＢＣＡに分ける。

４ △ＤＡＣにおいて，２点Ｈ，Ｇは

それぞれ辺ＤＡ，ＤＣの中点であ

るから，中点連結定理より，

１
ＨＧ∥ＡＣ，ＨＧ＝ ＡＣ

(２) ２ ６点
同様に，△ＢＣＡにおいて，

１
ＥＦ∥ＡＣ，ＥＦ＝ ＡＣ

２

よって，ＨＧ∥ＥＦ，ＨＧ＝ＥＦ

１組の対辺が平行で，その長さが

等しいから，四角形ＥＦＧＨは平
１１

行四辺形である。 点

（１） ２６ cm ４点

（過程）
（例）

･･････

ⓐの部分は，上下合わせて
１番目のときは4cmで，２番目，

５ ３番目…となるごとに4cmずつ

(２) 増えるので，n 番目のときは，
６点

4 ncmである。ⓑの部分は，左
右ともに3cmで長さは変化しな
い。
したがって，n 番目のときの周
囲の長さは，
４ n＋３×２＝４ n＋６

答 (４n＋６) cm １０

点

合 計 １００点
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